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１ 令和８年度福祉従事者支援施策の事業計画について 

 

（１）広報誌に「福祉のお仕事」を隔月掲載（案）（継続） 

５月号 担当：こども未来課 

ファミリー・サポート・センター事業 

７月号 担当：高齢者支援課 

福祉ボランティア/友愛訪問事業 

９月号 担当：福祉課（障害福祉） 

１１月号 担当：こども家庭センター 

児相の児童福祉士 

 １月号 担当：高齢者支援課 

 ２月号 福祉条例啓発に関する特集掲載 見開き２ページ 

 ３月号 担当：福祉課（地域福祉） 

生活保護ケースワーカー 

 

（２）市内小・中学校で実施されている「福祉に触れる機会」の充実 

・4/14 校長会にて出前講座実施のお願いを実施（座長・福祉課長） 

配布資料は令和７年度の出前講座メニューを使用する。 

・随時開催される「福祉体験教室」について視察を行い、専門職の目線の目線を伝

えていく。 

・実施した学校へのアンケート調査を社協が実施する。 

 

 

（３）第５回ふくしふれあい広場で「福祉・介護職員からの実践発表」の実施 

・「メガホンリレー事業」について、別紙募集要項（案）のとおり 

  ・６団体分の予算措置あり 

  ・テーマをどうするか。 

 

 

（４）第５回ふくしふれあい広場で「キラリ☆しんしろ福祉賞」の実施 

  ・通常枠、別紙募集要項（案）のとおり 

福祉表彰１５名分の予算措置あり 

 

  ・ボランティア枠の検討 

   社協で一旦検討、その結果を踏まえて本会議で検討していく方針 

社協から現況報告 
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（５）地方分権の提案募集方式による提案 

 ・令和８年４月２１日（火）付けで本提案書を提出。 

提案は、提出先の内閣府地方分権改革推進室当室が実現に向けて政府の関係行政機

関と調整を行っていく。 

１ 
社会福祉法人和敬会 

寿楽荘 
主任介護支援専門員不在時の対応の柔軟化 

２ 

社会福祉法人鳳寿会 

小規模多機能型居宅介護事業所

とみさか 

小規模多機能型居宅介護支援事業所における人

員基準の緩和 

３ 

新城市社会福祉協議会 

訪問介護事業所 

居宅介護支援事業所等 

訪問介護に係る特別地域加算の算定要件及び中

山間地域に係る訪問介護サービスの算定基準の

見直し 

４ 
新城市社会福祉協議会 

作手センター虹の郷 

通所介護において短時間利用も可能となるよう

な基準の緩和 

５ 
社会福祉法人新城福祉会 

レインボーはうす 

条件不利地域における就労移行支援事業の安定

運営に向けた基準緩和と報酬算定方法の改善 

６ 

社会福祉法人新城福祉会 

居宅介護事業所 

レインボーはうす 

障害福祉サービスによる特別地域加算の拡充 

 

・上記とは別に、新城福祉会より提案があった「居宅介護事業の管理者、サービス提

供責任者、ヘルパーの 3者兼務」について、厚生労働省の見解では、現行制度上、居

宅介護事業における 3者兼務は可能であるとのことです。このため、本提案は「内閣

府と関係府省庁間で調整を行う必要のある提案には該当しないもの」として整理され

ました。このことを踏まえ、市では愛知県が兼務を認めない判断を行っている理由に

ついて確認を行う予定です。なお、内閣府からも愛知県への説明を行う予定です。 

・新たな提案については、随時受付していく。 

 

（６）新城キャリア教育プログラム－福祉･介護版－（新規） 

・「介拓奨学生プログラム」は、高校に通いながら、資格「介護職員初任者研修」を無

料で取得することができ、アルバイト収入を得ながら社会経験と実務経験を積み、将

来の選択肢につながる「新しい学びのカタチ」です。 

・愛知県では、県の承認を得て実施されている民間プロジェクトであり、複数の団体

によって運営されています。このプロジェクトでは、一社アスバシが中核的な役割を

果たしています。 

・「介拓奨学生プログラム」の実施により、福祉分野への就労に向けたきっかけを提

供するとともに、卒業後の人材確保にもつながります。 

【令和７年度】 

・一社アスバシの支援の下、黄柳野高校の学生を対象にプログラムを実施し、市内事

業所で実習生の受入れを行いました。その結果、学生たちは最終的に「介護職員初任

者研修」を修了することができました。 

・令和７年度に資格を取得した学生の内、アルバイトを希望する者は令和８年度より

市内事業所で就労を予定しています。 
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【令和８年度】 

・一般社団法人アスバシから得た経験を踏まえ、福祉条例の理念のもと、黄柳野高校

の学生を対象に新城版の新たなプログラムを実施していきます。名称は、「新城キャ

リア教育プログラム－福祉・介護版－」とします。 

・行政の支援として、「介護職員初任者研修」の一部講師の派遣や講師への研修会の

開催など、行政と民間の協働による連携を行います。 

・新たに資格を取得した生徒がアルバイトを希望した場合は、産業政策課が推進する

アプレンティスシップ（※別紙の事業実施に係る資料_03）を活用する方針です。 


